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 こまけん春一にようこそ。いろいろと慣れないこと・わからないことがたく

さんあると思いますが、遠慮なく旧メン（2 年生）、老メン（3 年生）に質問し

てください。新メンのみなさまに楽しんで頂けたら幸いです。 

 

 以下、会議について説明します。 

 

1．会議の設定 

 今会議の設定は気候変動枠組み条約第 16 回締約国会議（COP16）です。 

 

 気候変動枠組み条約は 1992 年の国連環境開発会議（地球サミット）で採択さ

れた条約で、「大気中の温室効果ガス濃度を安定させること」を目的とし、各国

が「共通だが差異ある責任」を果たすという考え方に基づいています。 

 

 COP は、Conference of the Parties（締約国会議）の略です。去年メキシコのカ

ンクンで開かれた会議は、気候変動枠組み条約を締約している国が話し合うた

めに開かれた 16 回目の会議なので COP16 と呼ばれます。ちなみに去年名古屋

で開かれた COP10 は生物多様性条約の 10 回目の締約国会議です。 

 

2．会議の目的 

 今会議の目的は二つあります。 

 

 一つは京都議定書の温室効果削減義務の約束期間が 2012 年末に終わるに関し

て、2013 年以降の国際社会の枠組みをどうするか何らかの結論を出すこと。 

 

 もう一つは一昨年コペンハーゲンで開かれた COP15 でも話し合われた「グリ

ーン気候基金」を実現することです。 

 

 詳しい説明は後述します。 
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3．京都議定書 

 京都議定書は気候変動枠組み条約第 3 回締約国会議（COP3）で採択された議

定書です。それぞれの先進国が負う温室効果ガス削減義務と京都メカニズム、

すなわち排出権取引・クリーン開発メカニズム（CDM）・共同実施（JI）などが

定められています。 

 

 以下、今回の会議に関わる温室効果ガス削減義務について説明します。

気候変動枠組み条約の付属書Ⅰに載っている国（＝先進国＋社会主義だっ

た国で市場経済に移行している国）は、2008 年～2012 年までの間に温室

効果ガス排出量を抑制・削減することになっています。抑制・削減する量

は国ごとに 1990 年と比べて○％（例：日本 6％、アメリカ合衆国 7％、Ｅ

Ｕ8％）と定められています。2013 年以降の決まりは現在の京都議定書に

はありません。また、途上国の温室効果ガス削減義務は京都議定書に規定

されていないため、アメリカ合衆国は京都議定書に批准していないため義

務を負っていません。 

 

 今回の論点は「2013 年以降の温室効果削減義務をどうすべきか」とい

うことです。「そもそも温暖化は先進国が産業革命以来排出してきた温室

効果ガスが原因であるから、先進国が責任を持って温室効果ガスの削減に

取り組むべき」という考え方もあれば、「途上国が現在、温室効果ガスの

半分程度を排出しており、将来はもっと増えるのだから、途上国も義務を

負わないと意味がない」という考え方もあります。また、「途上国やアメ

リカ合衆国が義務を負っていないと意味がないので、絶対に認められな

い」という立場もあれば「途上国やアメリカ合衆国が義務を負っていない

と意味がないが、義務の“空白期間”が存在するのを防ぐため、現在義務

を負っている国だけが 2013 年以降も義務を負うべき」という立場もあり

ます。 

 

 意見の違いは、その国の歴史的・政治的・経済的事情に基づくものです。

あなたの国にとって一番望ましい 2013 年以降の温室効果削減義務を考慮し

たうえで、今後の枠組みのあり方を考えましょう。 
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4．グリーン気候基金 

 地球温暖化への対策はおおまかに｢緩和｣と｢適応｣に分けることができ

ます。｢緩和｣というのは温室効果ガスを減らすことで温暖化が進まないよ

うにするもので、｢適応｣というのは温暖化した状態でも安全に暮らせるよ

うにするものです。適応策の例としては堤防を作って海面上昇に備えるこ

と、日よけが大きな建物を作って暑さに備えることなどが挙げられます。 

 

 温暖化によって深刻な被害を受けやすいのは途上国であると言われて

おり、途上国は直ちに適応策をとる必要があるとされています。しかし、

途上国の多くの国家予算では気候変動へ適応策を十分に取ることができ

ません。既に途上国で適応策を実施するための基金は存在しますが（「特

別気候変動基金（SCCF）」、「LDC 基金（LDCF）」、「適応基金（AF）」）、集めら

れる資金が少ない、資金が提供されるのが遅いなどの問題を抱えています。 

 

 2009 年にコペンハーゲンで開かれた COP15 で“今までの基金にとって

代わる基金の設立”が提案され「コペンハーゲングリーン気候基金」と名

づけられました。しかし、合意することができなかったため、結局設立さ

れませんでした。 

 

 基金で重要なのは「どのようにして資金を集めるか」「どのように資金

を分配するか」ということです。しっかりと資金を集め、分配するために

はどのような制度を作ればよいのでしょうか。一緒に考えましょう。 
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Links 
もっと知りたいという人のためのリンクです。 

☆模擬国連活動に興味がある 

・関東五研究会合同春の一日体験会議 4 月 24 日 上智大学 

・駒場研究会新歓会議        5 月 14 日、15 日  

・駒場研究会前期会議        5 月 23 日～ 毎週月曜日 

 

☆地球温暖化に関する最も有名な本が読みたい 

アル・ゴア『不都合な真実』 

 

☆地球温暖化問題とその解決法が知りたいが、文字ばかりの本は好きでない 

タイム誌編『TIME 地球温暖化』 

 

☆排出権取引など地球温暖化と経済が関係するものに興味がある 

江沢誠『「京都議定書」再考！』 

 

☆地球温暖化を政治的視点・経済的視点から詳しく見たい 

澤昭裕・関総一郎『地球温暖化問題の再検証』 

 

☆日本にとっての京都議定書が知りたい 

石井孝明『京都議定書は実現できるのか』        （若干古いです） 

 

☆地球温暖化懐疑論に興味がある 

ヴァーツラフ・クラウス『「環境主義」は本当に正しいか?』 

 

☆京都議定書オタになりたい 

・髙村ゆかり・亀山康子編『京都議定書の国際制度』 

 

☆こまけん民と仲良くなりたい 

・ピクニック 4 月 29 日 


